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2021年 3月期第 2四半期累計期間実績(連結・個別)の前年同期実績との差異および 

通期業績予想(連結・個別)、配当(中間・期末)に関するお知らせ 

 

本日公表の 2021年 3月期第 2四半期累計期間連結・個別実績と前年同期実績において差異が生じたこと

および 2021年 3月期通期連結・個別業績予想、中間配当、期末配当予想につきまして、下記の通りお知ら

せいたします。 

 

 

記 

 

１. 2021年 3月期第 2四半期累計期間実績(2020年 4月 1日～2020年 9月 30日)と前年同期実績との差異 

2021年 3月期第 2四半期累計期間 連結実績 

  売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

四半期純利益 

1株当たり 

四半期純利益 

 
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前年同期実績（Ａ） 14,718 213 224 162 27.45 

今回実績（Ｂ） 12,746 △ 325 △ 273 △ 205 △ 34.72 

増減額（Ｂ－Ａ） △ 1,971 △ 539 △ 498 △ 367   

増減率（％） △ 13.4% － － －   

 

2021年 3月期第 2四半期累計期間 個別実績 

  売上高 経常利益 四半期純利益 
1株当たり 

四半期純利益 

 
百万円 百万円 百万円 円 銭 

前年同期実績（Ａ） 13,963 158 116 19.65 

今回実績（Ｂ） 12,066 △ 220 △ 140 △ 23.68 

増減額（Ｂ－Ａ） △ 1,896 △ 379 △ 256   

増減率（％） △ 13.6% － －   

 

 

 

 

 



２. 2021年 3月期業績予想(2020年 4月 1日～2021年 3月 31日) 

2021年 3月期通期 連結業績予想 

  売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

 
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） － － － － － 

今回発表予想（Ｂ） 26,700 △ 230 △ 100 △ 90 △ 15.22 

増減額（Ｂ－Ａ） － － － －   

増減率（％） － － － －   

(ご参考)前年実績 

（2020年 3月期） 
30,281 912 785 430 72.83 

 

2021年 3月期通期 個別業績予想 

  売上高 経常利益 当期純利益 
1株当たり 

当期純利益 

 
百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） － － － － 

今回発表予想（Ｂ） 25,300 △ 160 △ 110 △ 18.63 

増減額（Ｂ－Ａ） － － －   

増減率（％） － － － 
 

(ご参考)前年実績 

（2020年 3月期） 
28,805 792 217 36.84 

  



３. 今回実績と前年同期実績との差異の理由および通期業績予想について 

 第 2四半期累計期間において、新型コロナウイルス感染拡大の影響により販売環境が悪化し、厳し

い状況で推移しました。特に特殊鋼線関連事業のばね・特殊線関連製品において、世界的な自動車生

産台数の減少を受け、自動車向けの弁ばね用鋼線(オイルテンパー線)需要が前年同期を大幅に下回り

ました。その結果、徹底したコスト削減に取り組んだものの、第 2四半期累計期間の実績は前年同期

を大きく下回り、同期間において営業損失、経常損失、親会社に帰属する四半期純損失を計上いたし

ました。 

通期業績予想に関しては、第 3四半期から販売環境の段階的な改善を見込むものの、通期において

も営業損失、経常損失、親会社に帰属する当期純損失を計上する見通しであります。 

 

４. 2021年 3月期配当 

  年間配当金 

基準日 
第 2四半期末 

(2020年 9月 30日) 

期末 

(2021年 3月 31日) 
合計 

 円 銭 円 銭 円 銭 

前回予想(2020年 5月 11日) 未定 未定 未定 

今回予想 - 未定 未定 

当期実績 0.00  

(ご参考)前年同期実績 

（2020年 3月期） 
20.00 20.00 40.00 

 

５. 配当(中間・期末)について  

 配当につきましては、経営基盤の強化や将来の事業展開を勘案し、内部留保の充実を図りながら、

継続的かつ業績に見合った適正な利益の還元を実施することを基本方針としております。 

 当社グループにおきましては、2021年 3月期第 2四半期累計期間実績は親会社に帰属する四半期純

損失を計上しており、また 2021年 3月期連結業績予想の通り親会社に帰属する当期純損失を計上す

る見通しであることから、本日の取締役会において、誠に遺憾ながら 2021年 3月期の中間配当の見

送りを決議いたしました。なお、期末配当予想に関しては「未定」とさせていただきます。 

 株主のみなさまには深くお詫び申し上げますとともに、当社グループの置かれている状況を鑑み、

何卒ご理解賜りたく存じます。 

 

(注)上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の

業績等は今後様々な要因によって予想値と異なる場合があります。 

以 上 

 


